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タヌキをデジカメで撮りたい！

　 東京にタヌキやハクビシンがいる
のなら、写真を撮ってみたい！と思
われている方はきっといるでしょ
う。実は私もそうです。ということ
で、今回は撮影に適したデジカメに
ついて考えてみましょう。

タヌキ撮影に必要なスペック

　 タヌキ・ハクビシンの撮影で一番
難しいのは、いつ、どこで会えるの
か予測不可能なことです(しかもか
なりの低確率！)。高級なカメラがあ
ればいい写真が撮れるのは当然です
が、重たいカメラをいつもいつも無
駄に持ち歩くわけにもいきません。
そのため軽量のデジカメをお勧めし
ます。最近のデジカメには重さ
100～150g程度の製品があります。
スマートホンと同じぐらいの重さで
す。これならお荷物にならずにいつ
でも持ち歩くことができます。小型
軽量でも最近のデジカメは十分な性
能があります。タヌキ撮影だけでな
く、日常のスナップ撮影でも役に立
つでしょう。

　 もうひとつ難しいのは、タヌキも
ハクビシンも夜行性ということで
す。つまりフラッシュが付いていな
いとちゃんとした写真は撮れませ
ん。携帯電話やスマートフォンに付
属のデジカメはフラッシュがない
か、あっても非力なので、夜間撮影
には向いていません。小型でもフ
ラッシュ付きのデジカメを使うべき
です。

とにかく練習あるのみ！

　 デジカメの準備ができたならば、
必ず一度は暗い場所で撮影の練習を
しましょう。タヌキの代わりに、ご
近所の野良猫にモデルになってもら
うといいでしょう(ですので、日頃か
らネコちゃんとは友好関係を築いて
おくように！)。
　 動物を撮影する時は、逃げられる
前にすばやく撮らなければなりませ
ん。デジカメの設定をいろいろい
じってから撮影、というのでは動物
はどこかに行ってしまいます。設定
はオート(自動で最適設定をするモー

ド)にしておいて、電源を入れたらす
ぐに撮影できるようにしておきま
す。カメラを取り出してシャッター
を押すまでの動作をスムーズにでき
るように何度も練習しましょう。
　 練習の時には、フラッシュの光が
届く距離も確認してください。実は
小型カメラのフラッシュはせいぜい
数mしか届きません。どのくらいの
距離なら光が届くのか試してみま
しょう。
　 上の写真はネコちゃんを撮ってみ
た例ですが、やはり暗い場所は難し
いですね…。街灯の有る無しでも結
果は違ってきます。とにかく実際に
自分のカメラで何度も何度も試して
みるのが一番の練習です。いつかタ
ヌキに出会える日を夢見て！
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全国のタヌキ、ハクビシンなど
の情報を集めています。
http://tokyotanuki.jp

その前に、まずはネコちゃんで練習を

スポンサー枠
スポンサー募集中です！

(写真右)今回撮影
に使用したPentax 
OptioWS80。
重さ125g。
2009年発売。

(写真左)距離4m。画像加工無し。街灯のおか
げか明るく写っている。
(写真中)距離5m。レベル補正をしている。街
灯が届かない場所なのでかなり苦戦。


